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V322b GRAINE2018豪州気球実験における時刻付与機構多段シフター報告～搭載エ
マルションフィルムの研究開発～
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我々は気球搭載型エマルション望遠鏡による宇宙ガンマ線精密観測計画GRAINE を推進している。エマルショ
ンフィルムは荷電粒子が通過した跡を銀粒子の連なり（飛跡）として記録する性質を持ち、世界一優れた空間分
解能を有する。GRAINE計画では、時間情報を持たないエマルションフィルムに時間情報を付与する独自の機構
である多段シフターを用いている。2018年 4月には、GeV領域で最も明るい既知の点源天体（Velaパルサー）撮
像によるエマルション望遠鏡の性能実証を目的とする、三度目の気球実験を行った。
私は 2018年気球実験に向け、多段シフターの開発、特に搭載するエマルションフィルムの研究開発を行った。

エマルションフィルムの性能指標として感度、ノイズ、フェーディング特性がある。私は様々な試験を行い、そ
れらの要求を満たす最適条件を見出し、気球実験に導入した。本講演では 2018年豪州気球実験のための多段シ
フターの研究開発、特に搭載エマルションフィルムの研究開発、そして実装結果及びその解析状況について報告
する。


